
校名

校長名

傍聴者 なし

協議資料
学校運営協議会次第、　令和７年度学校経営計画、　令和７年度重点目標、
令和10年度学校特色枠について、　40期生進路状況報告

備考

議題等(次第順）
１．校長挨拶
２．委員紹介、出席者紹介
３．事務局からの説明
　　本日の時程、配布資料の説明
４．協議
　　令和７年度　学校運営協議会会長および副会長の承認について
５．報告・質疑応答
　　(１)今年度の学校の動きについて
　　(２)令和７年度分掌・学年等重点目標
　　(３)令和７年度学校経営計画について
６．連絡

協議内容・承認事項等（意見の概要）
〈校長あいさつ〉
・今回の協議会を通して、本校をよりよくするために様々な意見をお願いします。

〈報告・質疑応答〉

(2) 令和10年度入学者選抜に係る学校特色枠について
・入試改革を行う　カリキュラムマネジメントで検討中
・合格するにあたって、どのような生徒の姿が理想的なのか、という意見を求めたい

　　質問：エントリーの仕方はいつもとの手順がちがうのか。
　　　　→ 出願は1回のみ。その際に、「特色枠」を希望するかを記入する。
　　質問：クラス分けはどうなるか。
　　　　→ 現段階では未定。

開催場所 府立八尾北高等学校西館１階　会議室

出席者(委員）
野口　幸一会長、　　山原　義則副会長、　　仁科　尚裕委員、　　

福井　志朗委員、　　土屋　淑恵委員

学校運営協議会議事録

府立八尾北高等学校

山口　勝久

開催日時 令和７年６月25日(水)

大江・島津・渡邉由・片桐・王　　　　　　　　　 　合計15名

〈委員紹介・出席者紹介〉
・野口　会長　〈大阪樟蔭女子大学 教授〉
・山原　副会長　〈八尾市国際交流センター　事務局長〉
・福井　委員　　〈福祉法人ゆうとおん〉
・仁科　委員　〈八尾市立桂小学校　校長〉
・土屋　委員　〈八尾北高校ＰＴＡ会長〉
・校長
・教頭
・各分掌長
・各学年主任
・各主担
・初任者

〈事務局より〉
・本日の時程
・配布資料確認

〈協議〉
(１)　会長：野口　幸一　様　　副会長：山原　義則　様　　にて承認された。

出席者(学校）
校長・教頭・石原・佐藤・吹野・福田・中屋・中野弘・秋元・長尾・　



日時

会場

次回の会議日程

令和7年11月12日(水)　14:20～16:00　　(授業見学含む)

府立八尾北高等学校西館１階　会議室　　他

〈報告・質疑応答〉
(1)　今年度の学校の動きについて
　① 卒業生〈40期〉の進路状況について説明
　　・就職30名ほど、その他専門学校、大学。
　　・就職する生徒が少なくなってきているのに対し、専門学校に進学する生徒が多くなっている。
　　・専門学校はどういう傾向が多い？ → 美容関係が多い。
　　・情報資格の授業が多い → 専門学校や短大にいくための資格を取る。
　　・自己・縁故とは？ → アルバイトをしながら進路を考えている。

【八尾北高校の生徒像、キーワードなど】
・総合学科の学びをめざしている生徒。
・スポーツ、英語など、各分野に分けて生徒像を示したい。
・人権感覚があり、リーダーシップの取れる生徒。

　② 3学年〈学年の動き等〉
　　・人間関係など、成長が見られる。
　　・体育際後に、疲れが見えるように。遅刻や欠席が多くなっている。
　　・各担任で進路についての話をしているが、まだ迷っている生徒もいる。どう指導すればいいかが課題。

　③ 2学年〈学年の動き等〉
　　・新しいクラスに慣れ始めている。
　　・修学旅行に向けて集団行動や人間関係などについて学んでほしい。
　　・進路指導も行っている。
　　・修学旅行は11月に沖縄県へ。

　④ 1学年〈学年の動き等〉
　　・クラブの加入率は2、3年生に比べると多い。学年で100人ぐらいが入部している。
　　・授業中の取り組みはおおむね良好。
　　・学習面や生活面のサポートに関して、各担任は丁寧に対応している。
　　・指導やアドバイスをする際に、学年のスローガン「考えよう」というシンプルなところから始めている。

　⑤ 体育祭について
　　・「不撓不屈」が今年度のテーマ。
　　・新しい競技も実施。来年に向けてふりかえる。
　　・全員参加をモットーにしているが、応援合戦など、一部考え直す必要がある。

(2) 令和7年度分掌・学年等重点目標〈質疑応答〉
　　　質問：目標はどのように決めているのか？
　　　　　→現状の実績を元に考えている
　　　　　　　　　・100%をめざせるのであればめざしていただきたい。

(3)　令和7年度学校経営計画について〈別紙参照〉
　◎今年度、特に注意していきたいところ
　　　・１人１台端末のさらなる活用。
　　　・SCやSSWが生徒に個別対応できる環境を整える。
　　　・八尾北向上委員会が運営委員会と協働し、仕事の偏りを是正したい。
　　　・キャリア教育を充実させる。
　　　　　　　“社会の扉”の授業の充実を図る。[肯定率90%が目標]
　　　・ガイダンス部における進路指導の充実。[肯定率86%が目標]
　　　・人権尊重の学校づくり。
　　　・家庭や地域とのコミュニケーション.
　                     学校HPや動画配信サービス、インスタグラムなどを充実させて学校理解に繋げる.
　　　・学校見学会と出前授業の充実。
　　　・近隣大学との積極的な交流。　高大連携を積極的に行う。

　◎生活指導部へ
　　　・SNS関係のトラブルが多い。(生徒も教員も勉強する必要がある)
　　　・自転車の運転マナーが気になる。　　　(スマホ使いながら、信号無視、傘さし運転 等)

　◎自主活動育成担当へ
　　　質問：部活動入部のはたらきかけは何かしていますか。
　　　　　→教員の働きかけ＋中学時代から部活動をしていた流れ。
　　　質問：美術部はありますか。
　　　　　→5名ほど入部している。
　　　質問：運動部はいかがですか？
　　　　　→硬式野球部に8名入部　等。

〈連絡〉
　　第2回　学校運営協議会　令和7年11月12日(水)　14:20～16:00　(授業見学含む)
　　第3回　学校運営協議会　令和8年１月28日(水)　15:30～17:00

　　質問：人権尊重の学校づくりの肯定率について、教職員の肯定率が60%台なのはなぜか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈保護者や生徒の肯定率は90%台〉
　　　　→自己評価なので、厳しく捉えての結果なのかもしれません。
　　質問：前年度の資料について、教職員の回答数が低いのではないか。
　　　　→回答方法が紙からデジタルに変わっているので、無記名なのもあり後追いできない。今後の課題である。


